


22012年6月広報2012年6月 広報3

国
や
県
よ
り
多
い

糖
尿
病
予
備
群

平
成
23
年
三
豊
市
特
定
健
康

診
査
の
受
診
率
は
3
7.
7
％

で
し
た
。
受
診
し
た
人
の
結
果

は
「
血
圧
」
に
異
常
が
あ
る
人

が
4
4.
2
％
、
中
性
脂
肪
値

が
高
い
人
が
2
6.
2
％
、
糖

尿
病
の
改
善
指
導
や
治
療
が
必

要
な
人
が
1
9.
2
％
で
し
た
。

特
に
糖
尿
病
の
改
善
指
導
が
必

要
な
人
の
割
合
は
国
や
県
よ
り

高
く
、
三
豊
市
で
は
糖
尿
病
予

備
群
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

予
防
は
健
診
チ
ェ
ッ
ク

　

か
ら

糖
尿
病
や
高
血
圧
は
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
心
筋

梗
塞
や
脳
梗
塞
、
腎
不
全
な
ど

の
病
気
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
糖
尿
病
予
備
群
が
多
い

こ
と
を
踏
ま
え
、
市
で
は
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
診

断
に
よ
る
特
定
健
診
や
特
定
保

健
指
導
を
推
進
し
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
や
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
高
め
に

要
注
意
!

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
原
因
と
な
る
「
肥
満
、
高

血
糖
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
」

の
4
つ
が
全
く
な
い
人
に
心
臓

病
が
起
こ
る
危
険
度
を
1
と
し

た
と
き
、
原
因
を
1
つ
持
っ
て

い
る
人
の
危
険
度
は
約
5
倍
、

3
つ
以
上
持
っ
て
い
る
人
の
危

険
度
は
約
36
倍
に
な
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

一
つ
ひ
と
つ
の
検
査
値
が
そ

れ
ほ
ど
高
く
な
く
て
も「
ち
ょ
っ

健
康
な
時
に
は
健
康
の
あ
り
が
た
さ
が
分
か
ら

ず
、
ま
た
、
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
、
病
気
に
な
ん

か
な
ら
な
い
と
健
診
を
見
過
ご
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

日
本
人
の
糖
尿
病
患
者
数
（
予
備
群
を
含
む
）

は
平
成
19
年
に
2
，2
1
0
万
人
と
な
り
、
17
年
間

で
1
，5
0
0
万
人
近
く
増
え
て
い
ま
す
。
合
併
症

が
怖
い
糖
尿
病
は
、
重
症
化
す
る
ま
で
ほ
と
ん
ど

自
覚
症
状
が
な
く
、
健
診
の
み
が
早
期
発
見
の
か

な
め
で
す
。

健
康
で
生
活
す
る
た
め
に
、
健
診
の
大
切
さ
を

今
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

手遅れになる前に

日本人の糖尿病患者数の推移
（厚労省：国民健康・栄養調査）

特集 健診のすすめ 手遅れになる前に

あなたにも 知ってほしい メタボチェック
「まだまだ、病気じゃないから」と安心せずに、メタボチェックをしてみてください。
自覚症状がない病気の発見や予防に役立ちます。

1. 肥満
□ この 1年間で体重の増減が± 3kg 以上あった
□ 20歳のときの体重より 10kg 以上増えている
(1つでも当てはまる人は無理のない減量を )

2. 運動習慣
□ 1年以上継続している運動習慣がない
□ 1日の歩行 (同じ程度の運動 )時間は 1時間未満である
□ 同世代の同姓と比べて歩くのが遅い方だ
□ つい乗り物に乗ってしまう
(2つ以上当てはまる人はウォーキングや筋力トレーニングを )

3. 食習慣
□ 早食い、大食い、ながら食いが多い
□ 野菜料理が少ない
□ 夜食や間食が多い
□ 朝食を抜くことが多い
□ ほぼ毎日アルコールを飲む
(2つ以上当てはまる人は間食を減らし、よく噛んで )

4. その他の生活習慣
□ タバコを吸っている
□ 1年以上健診を受けていない
(1つでも当てはまる人は、まず 1年に 1度
 定期健診を受けましょう )

健
診
は
健
康
維
持
の
第
1
歩

三豊市は県より受診率が
高く、糖尿病予備群の人
が多いことが分かります

※受療率とは調査日に病院等を受診した人を人口 10万人であらわ
した数です
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と
高
め
」
の
項
目
が
積
み
重
な

る
こ
と
で
心
臓
病
や
脳
卒
中
に

な
る
危
険
度
が
一
気
に
上
が
り

ま
す
。改

善
は
自
分
を
知
る

こ
と
か
ら
始
ま
る

特
定
健
診
で
は
糖
尿
病
な
ど

の
発
症
リ
ス
ク
が
高
い
人
を
早

期
に
発
見
し
、
生
活
習
慣
の
改

善
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
病

気
を
防
い
だ
り
、
重
症
に
な
ら

な
い
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
〜
74
歳
の
人
を
対
象
に
、

集
団
検
診
や
三
豊
市
お
よ
び
観

音
寺
市
の
指
定
医
療
機
関
で
受

診
で
き
ま
す
。（
個
人
負
担
額

集
団
検
診
7
0
0
円
、
医
療

機
関
1,
0
0
0
円
）

国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
保
険
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

Ｇ
ｏ
！
Ｇ
ｏ
！
5
皿

で
野
菜
を
摂
ろ
う

糖
尿
病
の
改
善
に
は
食
生
活

の
見
直
し
が
大
切
で
す
。
香
川

県
民
の
野
菜
摂
取
量
は
男
性
が

全
国
で
最
下
位
、
女
性
が
全
国

ワ
ー
ス
ト
2
位
で
す
。
三
豊
市

民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
約

8
割
の
人
が
野
菜
が
摂
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
野
菜
の
1
日

の
摂
取
量
3
5
0
グ
ラ
ム
は
、

野
菜
の
小
鉢
を
5
皿
と
覚
え
る

と
簡
単
!
野
菜
を
一
緒
に
食

べ
る
と
満
腹
感
を
感
じ
や
す
く
、

食
べ
過
ぎ
も
防
げ
ま
す
。

あ
な
た
も
で
き
る

「
な
が
ら
運
動
」

テ
レ
ビ
を
み
な
が
ら
、
電
話

を
し
な
が
ら
、
歯
磨
き
し
な
が

ら
、
買
い
物
し
な
が
ら
な
ど
生

活
の
中
で
ち
ょ
っ
と
工
夫
を
し

て
、
体
を
動
か
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
効
率
よ
く
脂
肪
を
燃
や
し

た
い
人
は
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
後
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る

こ
と
が
お
す
す
め
で
す
。

歯
周
病
と
糖
尿
病
は

迷
惑
な
パ
ー
ト
ナ
ー

糖
尿
病
の
人
は
歯
周
病
に
な

り
や
す
く
、
歯
周
病
に
な
る
と

糖
尿
病
が
悪
化
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

歯
磨
き
の
後
、
出
血
し
た
り
、

歯
肉
か
ら
膿
が
出
る
、
口
臭
が

気
に
な
る
、
歯
が
少
し
ぐ
ら
つ

く
な
ど
1
つ
で
も
気
に
な
れ
ば
、

歯
科
医
院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

自
分
に
で
き
る
こ
と

　

か
ら
は
じ
め
よ
う

改
善
も
予
防
も
、
一
気
に
始

め
る
と
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
運

動
で
も
食
事
で
も
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
は

じ
め
ま
し
ょ
う
。
徐
々
に
増
や

し
て
い
く
こ
と
で
、
あ
ま
り
苦

痛
を
感
じ
る
こ
と
な
く
取
り
組

め
ま
す
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
も
、
最
初
か
ら
長
距

離
、
長
時
間
行
う
の
で
は
な
く
、

短
い
時
間
、
短
い
距
離
か
ら

徐
々
に
長
く
伸
ば
し
て
い
く
こ

と
が
継
続
の
秘
訣
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4

健康が1番　市民の皆さんに体験を聞いてみました

仁尾町
組橋秀子さん

市で研修を受けた役員が、それ
ぞれの地域で、食生活の改善をみ
んなに伝えるヘルスメイトとして
約20年活動しています。脂っこ
いものを控え、食物繊維をとるな
ど、やっぱり和食がいいんですね。
お薦めの「しゃけの土佐漬け」も
揚げずに焼いてどうぞ。旬のもの
を取り入れ、料理の仕方で健康維
持を…

自然体で
楽しく運動

旬の食材を
和食で

詫間町
江中正治さん

高瀬町
小山栄三郎さん・ハルミさん

シーマックスに通い始めて約13
年。筋トレや自転車こぎなど 1日
約2時間、運動を楽しんでいます。
食事制限はせずに体重が約3kg
減り、少し高かった血糖値も正常
に。老人会の役員や公民館活動に
積極的に参加し「自分の健康は自
分で守る」をモットーに、フット
ワーク軽く動き回れるのも、運動
のおかげです。

栄三郎さんは 92歳になった今
も、全部自分の歯です。朝はパン
と共に必ず牛乳を飲み、夜はヨー
グルトを食べます。軟らかいもの
ばかりでは歯によくないので、何
でもしっかり噛んで食べます。歯
みがきは朝・晩 2回し、歯医者に
行くこともほとんどないそうです。
歯には噛むことが大事、牛乳が 1
番と勧めてくれました。

健診の結果を見た保健師さん
から指導の電話がかかってきた
ことがきっかけでした。朝食か
ら大好きな果物をたくさん食べ
ていたのを指摘されてびっくり。朝だから大丈夫と思
っていたんです。「糖尿病になってしまうと、思って
いる以上の節制をしないといけませんよ。ちょっとの
辛抱で時々好きなものを食べたらいいんですよ」と
言われた一言で保健師さんとの2人 3脚が始まりま
した。1年間で約 10㎏、腹周りも 10cm以上痩せ
ました。友人には同級生で一番顔色がいいぞと言われ、
嬉しいです。皆さんも健診には絶対行って、結果を少
し気にしてみてください。

2人3脚で
メタボ改善 !!
豊中町 近藤　修さん

糖尿病にはならない
と頑張る !! 

健診でこのままだと糖尿病
になりますよと言われ、ショ
ックを受けました。ヘモグロ
ビンの数値が 6.1 とちょうど

境界線でした。一番変わったのがお菓子の食べ方で
す。お菓子がほしくなると食後すぐに食べ、間食は
しません。お味噌汁は具だくさんで、ごはんを食べ
る前に飲みます。野菜を体に入れてから食べるのが
コツだと健康教室で知りました。また毎日犬の散歩
を約2km、30分程しています。その時、歩幅を広
げて歩くことで、カロリーの消費が増えることも知
りました。絶対に糖尿病にはならないぞと自分に言
い聞かせて頑張っています。

財田町 山路加代子さん

保
健
師　

中
西　

由
香
さ
ん

運 食歯

皆さん、毎年検診を受けていますか？
がん検診を受けている人はわずか 20～ 30％で、約 7割
の人が受けていません。私たちのおよそ 2人に 1人ががん
になり、3人に 1人ががんで命を落とすといわれています。

検診は自分の健康を振り返るチャンスです。

特集 健診のすすめ 手遅れになる前に

4月25日に開催された「みとよ健康教室」
グループごとに測定結果をみながら改善
点を確認（写真上）

体重や体脂肪率・内臓脂肪レベルなどの
測定（写真右）

し
っ
か
り
噛
ん
で
！

し
っ
か
り
噛
ん
で
！
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種　類 内　容 対　象

集団検診・
医療機関
検診

特定健康診査 三豊市国民健康保険に加入している人
（40～ 74歳の人・20～ 39歳で希望する人…若年者は集団検診のみ）

後期高齢者健康診査 後期高齢者医療保険に加入している人
（75歳以上の人・65～ 74歳で一定の障害認定を受けている人）

前立腺がん検診 50 歳以上の男性

肝炎ウィルス検診
40 歳以上で過去に受診したことのない人
※今までに市が実施した肝炎ウィルス検査を受けていない 40・45・50・　
　55・60・65・70歳になる人には受診票を送付します

◎対象および検診内容

種　類 月　日 時　間 場　所

集団検診

6月 21日（木）
   ～ 22日（金）

9：00～ 11：30
財田町公民館

13：30～ 15：00
6月 27日（水）
   ～ 29日（金）

9：00～ 11：30
高瀬町農村環境改善センター

13：30～ 15：00
7月 5日（木）
     ～ 6日（金）

9：00～ 11：30
山本町保健センター13：30～ 15：00

9日（月） 9：00～ 11：30

医療機関検診 6月 1日（金）～
10月 31日（水）

医療機関に問い合わせて
ください 三豊市・観音寺市の実施医療機関

◎日時および場所

検診名 検診種類 実施時期 受診票の届く時期

子宮頸がん・乳がん
集団検診 8～ 10月 7月
医療機関 6～ 12月末 5月中旬

胃がん
結核・肺がん 集団検診 10～ 11月 9月

大腸がん
集団検診 10～ 11月 9月
医療機関 6～ 10月末 5月中旬

検診名 クーポン対象年齢

子宮頸がん 20・25・30・35・40歳

乳がん
40・45・50・55・60歳

大腸がん

※三野町・仁尾町・詫間町・豊中町の健康診査は 7～ 8月の予定です

※対象年齢は特定健康診査は平成 25年 3月 31日、前立腺検診および肝炎ウィルス検診は平成 25年 4月 1日現在です

▼問い合わせ　健康課　☎ 73－3014

健康診査とがん検診の実施時期が異なりますのでご注意ください。

【健康診査】
集団検診または三豊市および観音寺市の実施医療機関で受けられます。
受診するときは、6月に届く青い封筒と保険証を必ずご持参ください。詳しくは、
同封の「ご案内」をご覧ください。
なお、受診前には問診票および質問票（集団検診のみ）に記入して持参してください。

【がん検診】 「がん検診希望申込書」を提出している人は、下記の日程で受診票が届きます。
申し込みがまだの人は、健康課までお問い合わせください。

【無料クーポン券でこの機会に受診を !】
子宮頸がん検診・乳がん検診・
大腸がん検診の対象者に無料ク
ーポン券を送付しています。
（クーポン対象者は、4月 20日現在、市内に住
所がある人で 4月 1日現在右記年齢の人です）

が 検ん 診 を受けに行こう！も忘れずに！
▼申し込み・問い合わせ　健康課　☎ 73－3014

※運動しやすい靴と服装で飲み物を持参してください。

日 時

場 所

講 師

内 容

申し込み方法

定 員

6 月 16日（土）　午後 2時～ 3時 30分

高瀬町農村環境改善センター

カマタマーレ讃岐トレーナー健康運動指導士
水藤圭祐先生

ストレッチング・コアトレーニング
インナーマッスルトレーニング

電話で健康課まで

150人（先着順、定員になり次第締め切ります）

運動不足解消のための市民運動講座
「からだすっきり！ひきしまる」

健 査診康
特集 健診のすすめ 手遅れになる前に

　

生
活
習
慣
病
を

　

見
直
す
チ
ャ
ン
ス

香
川
大
学
が
地
域
の
人
々
の

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し
ま

し
た
。

 

「
生
活
習
慣
病
を
知
る
」
を
テ

ー
マ
に
第
1
回
講
演
「
頭
痛
の

は
な
し
」
を
聞
い
た
参
加
者
は

「
分
か
り
や
す
い
講
演
で
と
て
も

よ
か
っ
た
で
す
。
次
も
参
加
し

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【6月の講座】時
間　

19
時
〜
20
時
30
分

場
所

　

豊
中
町
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
☎
73
・
3
0
1
0

香大医学部の先生がやってくる！これは聞く価値あり !!

月日 内容 講師

6/7
（木）

生活習慣病としての
脳梗塞

医学部脳神経生物学
中村丈洋准教授

6/14
（木）

生活習慣病としての
肝疾患（脂肪肝）

医学部附属病院消化
器・神経内科
出口章広講師

どの場所でも
受診できます香川県の 20 歳以上

の人の 1 日の歩数は男
性が 6,695 歩（全国 37
位）、女性が 5,790 歩（全
国 39 位）と低い順位で
した。糖尿病などの生活
習慣病を予防するため
の目標値は成人男性で 9,200 歩以上、成人女性で
8,300 歩以上ですが、急に歩数を増やすことは難
しいかもしれません。
最近は 1日の歩数を 1,000 歩増やすだけでも効
果があると言われています。まず、今自分が歩い
ている歩数より 1,000 歩増やすことを目標にしま
しょう。

▼問い合わせ　健康課　☎ 73－3014

（歩数の目安）
　スーパーで 10分程買い物　  約 320歩
　犬の散歩 20分　　　　　  約 1,800 歩

（平成 22年度国民健康・栄養調査より）

みんな元気に健康　　　　情報

より）
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日
29日㈮
  1日㈰
  2日㈪
  3日㈫
  5日㈭
  6日㈮
  9日㈪

月
6

　
7

時　間
午後7時～9時
午前10時～正午

　
午後7時～9時

　　　　場　　所
財田町公民館
市民交流センター
山本庁舎
高瀬町農村環境改善センター
仁尾町文化会館
三野町社会福祉センター
詫間福祉センター

▲グリーンパトロール隊による巡回もまちづくり推進隊に

　

4
月
28
・
29
日
、
春
の
叙
勲
、
春

の
褒
章
受
章
者
の
発
表
が
あ
り
、
三

豊
市
か
ら
は
次
の
皆
さ
ん
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。　
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

◆
瑞
宝
小
綬
章

　

【
税
務
行
政
事
務
功
労
】

　
　
　

宇
野　
　

宏
（
高
瀬
町
）

◆
旭
日
双
光
章

　

【
地
方
自
治
功
労
】

　
　
　

安
藤　

幹
夫
（
三
野
町
）

　

【
簡
易
郵
便
局
受
託
業
務
功
労
】

　
　
　

川
崎　

茂
俊
（
財
田
町
）

◆
瑞
宝
単
光
章

　

【
矯
正
業
務
功
労
】

　
　
　

小
野　

順
子
（
高
瀬
町
）

　

【
消
防
功
労
】

　
　
　

片
山　

泰
秀
（
高
瀬
町
）

　
　
　

横
沢　

広
幸
（
三
野
町
）

◆
藍
綬
褒
章

　

【
更
生
保
護
功
績
】

　
　
　

小
林　

寿
一
（
三
野
町
）

　

5
月
1
日
、
憲
法
記
念
日
の
知
事

表
彰
受
賞
者
の
発
表
が
あ
り
、
三
豊

市
か
ら
は
次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。　
　

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

【
地
方
自
治
功
労
】

　
　

浪
越　
　

敏
（
仁
尾
町
）

【
交
通
安
全
功
労
】

　
　

徳
永　

和
司
（
山
本
町
）

【
医
療
功
労
】

　
　

香
川　

嘉
宏
（
詫
間
町
）

【
商
工
団
体
功
労
】

　
　

林　
　

茂
樹
（
仁
尾
町
）

【
中
小
企
業
振
興
功
労
】

　
　

大
矢
根　

裕
一
（
仁
尾
町
）

【
畜
産
振
興
功
労
】

　
　

新
延　
　

修
（
三
野
町
）

【
水
産
業
振
興
功
労
】

　
　

大
平　

保
利
（
仁
尾
町
）

【
生
活
改
善
功
労
】

　
　

藤
田　

定
子
（
山
本
町
）

【
建
設
功
労
】

　
　

真
鍋　

宙
造
（
詫
間
町
）

　

5
月
9
日
、
地
方
自
治
の
振
興
や

発
展
に
尽
力
し
た
元
市
町
議
会
議
員

の
知
事
表
彰
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

三
豊
市
か
ら
は
次
の
皆
さ
ん
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

【
地
方
自
治
功
労
】

　
　

真
鍋　

時
敏
（
詫
間
町
）

　
　

篠
原　

芳
一
（
豊
中
町
）

　

4
月
23
日
、
子
ど
も
の
読
書
を
推

進
す
る
活
動
が
認
め
ら
れ
、
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
三
豊
市
か
ら
次
の
図

書
館
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
瀬
町
図
書
館

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
詫
間
で
は
、
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
会
費
は
無
料
で
、
詫
間
町
民
で
あ
れ
ば

誰
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
。

　▲

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
詫
間　

☎
83
・
3
6
3
9

　

広
報
み
と
よ
5
月
号
20
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
し
た
「
民
間
住
宅
耐
震
対
策
支

援
事
業
」
の
内
容
を
耐
震
対
策
の
促
進

を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
一
部
変
更

し
ま
す
。

①
募
集
件
数

　
【
変
更
前
】
耐
震
診
断
25
件

　
　
　
　
　

耐
震
改
修
5
件

　
【
変
更
後
】
耐
震
診
断
40
件

　
　
　
　
　

耐
震
改
修
6
件

②
申
し
込
み
期
限

　
【
変
更
前
】
平
成
24
年
12
月
20
日
（
木
）

　
【
変
更
後
】
平
成
25
年
1
月
31
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

建
築
課　

☎
73
・
3
0
4
4

　

2
つ
の
計
画
は
、
地
域

の
障
が
い
者
施
策
を
総
合

的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

一
体
的
な
計
画
と
し
て
策

定
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
社
会
で
の
生
活
の

選
択
機
会
、
意
思
疎
通
手
段
の
選
択
機

会
、
共
に
学
ぶ
教
育
、
雇
用
の
安
定
と

促
進
な
ど
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
73
・
3
0
1
5

お めでとうござ いまお めでとうござ いますお めでとうござ います

三
豊
市
障
害
者
計
画
（
第
2
期
）、

三
豊
市
障
害
福
祉
計
画
（
第
3
期
）

を
策
定
し
ま
し
た

市民対話集会のご案内

春
の
叙
勲

春
の
褒
章

知
事
表
彰

文
部
科
学
大
臣
表
彰

民
間
住
宅
耐
震
対
策
の
一
部
変
更

○
市
民
主
体
の
「
ま
ち
づ
く
り
活
動
」

　　

市
で
は
、
多
く
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
市
民
主
体
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
校
時
の
小
中
学
生
の
見
守
り
を
目
的
と
し
た
グ
リ
ー

ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
よ
る
地
域
ご
と
の
巡
回
や
、
小
学
校

や
中
学
校
が
中
心
と
な
り
、
自
治
会
、
地
区
衛
生
組
織
な

ど
が
協
力
し
て
、
資
源
回
収
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
公
民
館
や
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
、
自
治
会
連
合
会
、
自
主
防
災
組
織

な
ど
が
連
携
し
て
企
画
し
、
市
民
主
体
で
防
災
フ
ェ
ス
タ

や
防
災
訓
練
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
課
題

　　

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
と
言
い
な
が
ら
、
市
が

協
力
を
求
め
る
の
で
、
仕
方
な
く
参
加
し
て
い
る
活
動
も

あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
活
動
の
参
加
者
が
十
分
確

保
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
予
算
確
保
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
活

動
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
○
市
税
の
一
部
を
市
民
の
皆
さ
ん
へ

　　

今
ま
で
は
、
市
民
の
公
益
増
進
に
用
い
る
た
め
に
皆
さ

ん
か
ら
市
税
を
お
預
か
り
し
て
、
市
が
主
導
し
て
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
口
減
少

や
不
景
気
に
よ
る
税
収
低
迷
が
続
く
中
、
市
が
主
導
す
る

ま
ち
づ
く
り
活
動
は
行
き
詰
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
が
主
導
で
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
の
で

は
な
く
、「
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
自
主
的
に
行
う
市
民
の

知
恵
と
労
力
に
対
し
市
税
の
一
部
を
お
返
し
す
る
」
と
い

う
今
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
逆
の
発
想
で
制
度
を
創
り
ま
し

た
。
こ
れ
が
、「
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
」
に
対
す
る
交
付

金
制
度
で
、
今
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

○
交
付
金
の
使
い
み
ち
は

　

交
付
金
の
使
い
み
ち
は
、
理
事
会
や
総
会
を
通
じ
て
会

員
相
互
の
話
し
合
い
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
詫
間
町
に
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
詫
間
」

が
設
立
さ
れ
、
約
50
人
の
会
員
が
活
動
を
始
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
詫
間
町
を
除
く
6
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

隊
の
設
立
に
向
け
て
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。

　
○
市
民
が
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
の
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
ぜ

ひ
ヤ
ン
グ
シ
ル
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊

に
入
会
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人

生
経
験
の
中
で
培
っ
た
知
恵
を
持
ち
寄
り
、
生
き
が
い
を

も
っ
て
積
極
的
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
り
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

地
域
内
分
権
推
進
課　

☎
73
・
3
0
1
2

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
支
援
し
ま
す

がんばれ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
と
は
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
し
た
い
人
が
自
主
的
に
集
ま
る
、
町

を
単
位
と
す
る
会
員
制
の
組
織
で
す
。
町
民

で
あ
れ
ば
誰
で
も
会
員
に
な
る
こ
と
が
で

き
、
市
か
ら
交
付
金
を
得
て
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ん
まちづくり推進隊まちづくり推進隊1年生年生まちづくり推進隊1年生

2

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
詫
間

会
員
募
集
！

　市政の課題を市長とともに考え
ませんか。
　今年は「自主自立した市民が創
るまちづくり」と「学校の再編整
備」をテーマに対話集会を行いま
す。どなたでも自由に参加できま
すので、ぜひ会場へお越しくださ
い。

▼問い合わせ　秘書課　☎73－3001

日時および場所
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迷
い
犬
を
保
護
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
飼
い
犬
が
行

方
不
明
と
な
っ
て
探
さ
れ
る
と
き
は
、
環
境
衛
生
課
ま
た
は
各

支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課 

☎
73
・
3
0
0
7

犬
、
猫
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

飼
い
主
の
マ
ナ
ー

犬
の
フ
ン
の
放
置
は
し
な
い

犬
の
フ
ン
の
放
置
は
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
路
、

公
園
、
他
人
の
土
地
な
ど
に
犬
の
フ
ン
が
放
置
さ
れ
、「
飼
い

主
の
マ
ナ
ー
が
悪
い
」
と
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
、
飼
い
主
の
責
任
で
適
切
に

処
理
し
て
、
き
れ
い
な
街
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
飼
い
猫
の
フ
ン
に
つ
い
て
も
周
囲
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い

犬
の
放
し
飼
い
は
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
人
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
犬
は
つ
な
ぐ
か
、
柵
の
中
に
入
れ
て

飼
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
散
歩
中
も
引
き
綱
を
付
け
、
放
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

犬
を
捨
て
な
い

犬
を
捨
て
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
や
む
を

得
ず
飼
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
す
か
、

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
（
☎
25
・
4
3
8
3
）
に
相
談
を
し
て

く
だ
さ
い
。

野
犬
な
ど
に
え
さ
を
与
え
な
い

飼
い
主
の
い
な
い
犬
や
猫
に
え
さ
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
繁
殖
し
集
団
化
し
て
、
周
辺
の
生
活
環
境
の
悪
化
を

ま
ね
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
犬
の
登
録
と
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
が
犬
の
飼
い
主
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

迷
い
犬
の
保
護

犬
の
登
録

環
境
衛
生
課
ま
た
は
各
支
所
、
香
川
県
獣
医
師
会
指
定
の
動

物
病
院
で
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
登
録
手
数
料　

3,
0
0
0
円

狂
犬
病
予
防
注
射

毎
年
1
回
の
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

集
合
注
射
の
期
間
内
に
注
射
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
犬
は
、

動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
予
防
注
射
手
数
料

　

2,
3
0
0
円

◇
済
票
交
付
手
数
料

 　

5
5
0
円

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

香
川
県
獣
医
師
会
指
定
の
動
物
病
院

以
外
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
た
と
き
は
、
注
射
時
に
発
行

さ
れ
る
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
」
を
持
っ
て
、
環
境
衛
生
課

ま
た
は
各
支
所
で
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
」
の
交
付
手
続
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
済
票
交
付
手
数
料　

5
5
0
円

各
種
届
出

犬
が
死
亡
し
た
と
き
、
飼
い
主
の
住
所
・
氏
名
な
ど
が
変
更

に
な
っ
た
と
き
は
、
必
ず
環
境
衛
生
課
ま
た
は
各
支
所
へ
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
を
つ
れ
て
市
外
へ
転
出
し
た
場
合
は
、
転
出
先
の
市
区
町

村
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
し
て
い
ま
す
か

6
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す

環
境
省
で
は
、
6
月
を
「
環
境
月
間
」
と
定
め
、
環
境
保
全

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
環
境
基
本
法
で
6

月
5
日
を
「
環
境
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
少
し
ず
つ
の
積
み
重
ね
が
、
環
境
を
守
る
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
。

 ◆
買
い
物
袋
や
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
て
、
レ
ジ
袋
を

も
ら
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。

 ◆
シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
な
ど
は
、
中
身
を
詰
め
替
え
て

容
器
を
繰
り
返
し
使
う
よ
う
に
す
る
。

 ◆
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
よ
う
に
分
別
を
徹
底
し
、
ご

み
の
出
し
方
の
ル
ー
ル
を
守
る
。

環
境
省
で
は
5
月
30
日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）
か
ら
6
月
5
日

（
環
境
の
日
）
ま
で
を
「
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」

と
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
や
環

境
美
化
活
動
等
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
環
境
を
み
ん
な
で
守
ろ
う

身
近
な
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

私
た
ち
の
生
活
の
周
り
に
は
、
今
か
ら
で
も
実
行
で
き
る
環

境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば

「
し
な
い
・
さ
せ
な
い 

不
法
投
棄
・
野
外
焼
却
」

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
絶

対
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
不

法
投
棄
を
し
た
人
に
は
厳
し
い

罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
を
〝
さ
せ

な
い
〞
こ
と
も
大
切
で
す
。
不

法
投
棄
は
管
理
が
行
き
届
い
て

い
な
い
場
所
で
多
発
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
の
で
、
土
地
所
有

者
（
管
理
者
）
は
草
刈
り
や
ご

み
拾
い
を
定
期
的
に
行
い
、
不
法
投
棄
さ
れ
に
く
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
ム
缶
や
地
面
な
ど
で
行
う
ご
み
の
野
外
焼
却
は
、
法
律

で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
焼
却
禁
止
の
例
外
で
あ
る
農
林

水
産
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
ず
行
わ
れ
る
焼
却
で
あ
っ
て

も
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
無
い

よ
う
に
十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課　

☎
73
・
3
0
0
7

昨年、モニターに応募された約 300 世帯の家庭で、「ダンボールコンポスト」と「ＥＭ菌」
による生ごみ処理を 3カ月間取り組んでいただきました。
実施後のアンケートでは、「燃やせるごみを出す量が減った」と答えた人が全体の8割以上、「今

後もダンボールコンポスト・ＥＭ菌による生ごみ処理を続けたい」と答えた人が 7割以上でした。
集計では、期間中に「ダンボールコンポスト」で約 6.3 トン、ＥＭ菌で約 4.7 トンの生ごみ
が家庭で処理できた結果になっています。

また、「生ごみを台所に溜めないので清潔になった」「たい肥として利用できるので楽しみ
ながら行えた」「自分や家族のリサイクル意識が高まった」などのご意見も多くいただきました。
今後もモニターを実施し、普及促進に取り組んでいきます。

第
3
回 

生
ご
み
減
量
化
モ
ニ
タ
ー
募
集

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
や
Ｅ
Ｍ
菌
で

生
ご
み
の
た
い
肥
化
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
循
環
型
環
境
都
市
三
豊
」
を
目
指
す
取
り
組
み
と
し

て
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
を
目
的
と
し
、

今
年
度
も
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」
お
よ
び
「
Ｅ
Ｍ

菌
」
を
用
い
た
生
ご
み
処
理
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

今
ま
で
捨
て
ら
れ
て
い
た
生
ご
み
が
、
良
質
な
た
い
肥

へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
、
家
庭
菜
園
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
利

用
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象

●
募
集
予
定
数

●
申
し
込
み
方
法

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト　

2
0
0
件

Ｅ
Ｍ
菌　
　
　
　
　
　
　
　

1
0
0
件

市
内
在
住
の
人
で
、
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
3
カ
月
間
継
続

し
て
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
人
（
事
業
所
な
ど
の
法
人

は
除
く
）

※
応
募
者
は
円
滑
に
モ
ニ
タ
ー
業
務
が
で
き
る
よ
う
講
習
会

　

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

環
境
衛
生
課
ま
た
は
各
支
所
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
提
出
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
環
境
衛
生
課
あ
て
に
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ 

環
境
衛
生
課　

☎
73
・
3
0
0
7

生ごみ処理を開始する前と比べ
て「燃やせるごみ」として排出
する量はどう変わりましたか？

生ごみ処理でできたたい肥はど
のように使用しましたか？

今後もダンボールコンポスト・
EM菌による生ごみ処理を続け
たいと思いますか？

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

E　

M　

菌

ダンボールコンポスト

EM菌

大いに減った
59% 家庭菜園 51%

是非続けたい
38%

是非続けたい
41%

できれば続けたい
36%

できれば
続けたい
46%

どちらとも
言えない 13%

どちらとも
言えない
6%

続けたくない
7%

続けたくない
2%

他の方法を試してみたい 5%

他の方法を試してみたい 5%

家庭菜園 60%

花壇や鉢植
37%

花壇や鉢植
35%

田や畑等の農地
10%

田や畑等の
農地
1%

その他 1% 無回答 3%

その他 1% 無回答 1%
無回答 1%

大いに減った
53%

少し減った
30%

少し減った
34%

変わらない 8%

変わらない 12%

無回答 3%

無回答 1%
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本
人
通
知
制
度
と
は

　

こ
の
制
度
は
、
不
正
請
求
な
ど
個
人
の
権
利
侵
害
の
防

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
事
前
に
登
録
す
る
こ
と

に
よ
り
、
登
録
者
の
住
民
票
の
写
し
ま
た
は
戸
籍
謄
抄
本

な
ど
の
証
明
書
が
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
さ
れ

た
場
合
に
、
そ
の
交
付
の
事
実
を
郵
送
に
よ
り
本
人
に
通

知
す
る
制
度
で
す
。

※

代
理
人
・
第
三
者
と
は

　

○
委
任
状
に
よ
り
代
理
人
と
な
っ
た
人

　

○
自
己
の
権
利
を
行
使
す
る
人
（
債
権
者・相
続
人
等
）

　

○
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
特
定
事
務
受
任
者

本
人
通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書

①
住
民
票
の
写
し
（
除
住
民
票
を
含
む
）

②
戸
籍
謄
抄
本
（
除
籍
を
含
む
）

③
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
除
附
票
を
含
む
）

本
人
通
知
の
記
載
事
項

　

代
理
人
や
第
三
者
に
証
明
書
を
交
付
し
た
場
合
の
通
知

内
容
は
次
の
4
項
目
で
す
。

①
交
付
年
月
日

②
交
付
証
明
書
の
種
別

③
交
付
枚
数

④
交
付
請
求
者
の
種
別

※

交
付
請
求
者
の
氏
名
や
住
所
を
通
知
す
る
こ
と
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

本
人
通
知
制
度
を
利
用
す
る
に
は

　

事
前
に
本
人
通
知
制
度
の
登
録
が
必
要
で
す
。「
本
人

通
知
制
度
事
前
登
録
申
込
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
日
は
申
込
書
を
受
け
付
け
た
日
で
、
登
録
完
了
日
以

降
に
交
付
し
た
証
明
書
が
通
知
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
直
接
窓
口
に
こ
ら
れ
な
い
場
合
は
「
郵
送
に
よ

る
申
込
」
も
可
能
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
届
け
出

を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
不
意
の
事
故
や
病
気
で
障
が
い
が
残
っ
た

り
、
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
市
役
所

へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け

出
を
忘
れ
ず
に
行
い
、
あ
な
た
の

大
切
な
年
金
の
権
利
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
20
歳
に
な
っ
た
と
き

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
人
が
20
歳

に
な
っ
た
と
き
は
、
第
1
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の

で
、「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」
を
提
出
し
ま

す
。

○
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　

会
社
な
ど
に
勤
め
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
第
2
号
被
保
険
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。
60
歳

に
な
る
前
に
退
職
し
た
と
き
は
、
第
1
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
の
で
、「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更
届
」
を

提
出
し
ま
す
。

○
被
扶
養
配
偶
者
の
収
入
が
増
え
た
と
き

　

会
社
な
ど
に
勤
め
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
の
被
扶
養
配
偶
者
（
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
に

限
り
ま
す
）
は
、
第
3
号
被
保
険
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
収
入
な
ど
が
1
3
0
万
円
以
上
に
な
っ
た
と
き

は
、
第
1
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、「
国
民
年
金

被
保
険
者
種
別
変
更
届
」
を
提
出
し
ま
す
。

○
被
扶
養
配
偶
者
の
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　

配
偶
者
が
退
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者

で
な
く
な
る
と
、
第
3
号
被
保
険
者
だ
っ
た
人
は
第
1
号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、「
国
民
年
金
被
保
険
者
種

別
変
更
届
」
を
提
出
し
ま
す
。

※

第
3
号
被
保
険
者
の
人
が
離
婚
し
た
と
き
に
も
、
第
1

　

号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※

老
齢
厚
生
年
金
等
を
受
け
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
配
偶

　

者
が
65
歳
に
な
り
第
2
号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
と

　

き
も
、
そ
れ
ま
で
第
3
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
は
、

　

第
1
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で

　

す
。

○
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
き
、
加
入
者
の
種
別
が
変
わ

　

る
と
き

○
免
除
制
度
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

平
成
24
年
度
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
月
額
1
4,
9
8
0
円
で
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
と
き
に
は
、
市
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
保
険
料
納
付
が

免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
免
除
制
度
や
学
生
納
付
特
例
制

度
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
未
納
を
防

止
で
き
ま
す
。

▲

問
い
合
わ
せ

　

市
民
課　
　
　

☎
73
・
3
0
0
5

　

善
通
寺
年
金
事
務
所　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
0
8
7
7
・
6
2
・
1
6
6
0

　

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　

☎
0
5
7
0
・
0
5
・
1
1
6
5

　　

全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連
合
会
運
営
の
「
街
角
の
年

金
相
談
セ
ン
タ
ー
高
松
（
オ
フ
ィ
ス
）
」
で
は
、
社
会
保

険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料

は
無
料
で
、
申
請
等
の
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

日　

時　

６
月
13
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

場　

所　

三
豊
市
役
所
西
館

持
参
品　

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
振
込
通
知
書
な
ど
の

　
　
　
　

ほ
か
、
相
談
者
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

　
　
　
　

る
も
の
。

※

代
理
の
人
が
こ
ら
れ
る
際
は
、
委
任
状
お
よ
び
依
頼
を

受
け
た
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
。

▲

問
い
合
わ
せ　

　

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
高
松
（
オ
フ
ィ
ス
）

　

☎
0
8
7
・
8
1
1
・
6
0
2
0

※

電
話
に
よ
る
年
金
相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

　

戸
籍
謄
本
等
不
正
取
得
に
よ
る
身
元
調
査
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
和
問
題
は
、「
あ
る
地
域
で
生

ま
れ
た
」
こ
と
を
理
由
に
、
結
婚
を
反
対
さ
れ
た

り
、
就
職
や
日
常
生
活
の
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を

う
け
て
い
る
と
い
う
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　

県
で
は
、「
香
川
県
部
落
差
別
事
象
の
発
生
の
防
止

に
関
す
る
条
例
」
を
平
成
8
年
7
月
1
日
か
ら
施
行

し
、『
県
民
や
事
業
者
は
、
特
定
の
個
人
の
結
婚
や
就

職
に
際
し
て
、
身
元
調
査
を
し
た
り
調
査
の
依
頼
や

受
託
す
る
行
為
、
そ
の
ほ
か
調
査
に
協
力
す
る
な
ど

の
部
落
差
別
事
象
の
発
生
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
為
』
を
禁
止
す
る
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。

　

身
元
調
査
は
、
同
和
地
区
だ
け
の
問
題
で
は
な
く

誰
の
身
に
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
。
差
別
に
深
く

か
か
わ
り
の
あ
る
身
元
調
査
は
、「
し
な
い
・
さ
せ
な

い
・
許
さ
な
い
！
」
と
い
う
毅
然
と
し
た
態
度
や
行

動
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明
る
い
社
会

を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　

高
三
人
研
総
会
が
4
月
10
日

に
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
三
人
研
は
今
年
で
19
年
目
を

迎
え
、
総
会
で
は
岩
田
委
員
長

が
「
地
域
に
根
ざ
し
た
人
権
・

同
和
教
育
の
さ
ら
な
る
深
ま
り

を
目
指
し
、
研
修
に
励
み
、
取

り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
。」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
課　

☎
73
・
3
0
0
8　

対
象
者

①
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

　

て
い
る
人（
除
か
れ
た
人
を
含
む
）

②
市
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

　

（
除
か
れ
た
人
を
含
む
）

期　

間

　

登
録
日
か
ら
3
年
で
自
動
的
に
終

了
と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
本
人
通

知
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
（
市
民
課
の
み
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

　

（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を

　

除
く
）

※

運
転
免
許
証
、
旅
券
な
ど
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

　

き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

☎
73
・
3
0
0
5

7
月
1
日
か
ら
登
録
型
本
人
通
知
制
度
が
始
ま
り
ま
す

身
元
調
査
お
断
り
！

「
し
な
い
！
」「
さ
せ
な
い
！
」「
許
さ
な
い
！
」

国
民
年
金
制
度
と
届
出
が
必
要
な
と
き

　

三
観
広
域
北
消
防
署
第
三
分
署

に
配
置
し
て
い
る
高
規
格
救
急
車

を
更
新
し
ま
し
た
。
処
置
ス
ペ
ー

ス
が
広
く
、
防
振
ベ
ッ
ド
、
心
電

図
や
血
圧
を
常
時
観
察
す
る
患
者

監
視
装
置
、
A
E
D
、
人
工
呼
吸

器
な
ど
の
高
度
救
命
処
置
用
資
機
材

を
備
え
て
い
ま
す
。

　

救
急
出
動
件
数
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
の
大
切
な
生
命
を
救
う
た
め
、
救
急
車
の
適
正
な

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲

三
観
広
域
消
防
本
部　

☎
24
・
0
1
1
9

じ
ん
け
ん
探
訪
22

高
規
格
救
急
車
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

大
き
な
節
目
と
な
る
20
年
目
に
向
け
て
の

更
な
る
前
進
を
目
指
し
て

ご
存
知
で
す
か
？

ご
存
知
で
す
か
？

ご
存
知
で
す
か
？ご

存
知
で
す
か
？

本人通知制度登録者
（利用希望者のみ）

住民票の写し等の請求者
（代理人又は第三者）

三豊市役所

三豊市に住民票又は戸籍があり、登録をした人

①事前登録の申出①事前登録の申出①事前登録の申出 ②住民票の写し等の請求住民票の写し等の請求②住民票の写し等の請求

④交付した事実を通知④交付した事実を通知④交付した事実を通知 ③住民票の写し等の交付住民票の写し等の交付③住民票の写し等の交付

年
金
相
談
を
開
設
し
ま
す

会
社
を
退
職
し
た
と
き

事　
　
　
　

項

国
民
年
金
の
種
別

第
3
号
被
保
険
者
の
パ
ー
ト

収
入
が
増
え
た
と
き
、

配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き
、

離
婚
し
た
と
き

年
金
未
加
入

　
　
↓

第
1
号
被
保
険
者

第
2
号
被
保
険
者

　
　
↓

第
1
号
被
保
険
者

第
3
号
被
保
険
者

　
　
↓

第
1
号
被
保
険
者

20
歳
に
な
っ
た
と
き



公立初! かがわ地産地消応援事業所に認定!

新茶の
シーズン
です！

こいのぼり取り付け作業に挑戦

たけのこいっぱいとったよ！たけのこいっぱいとったよ！

木製ベンチ２脚が寄贈されました

秋の豊作を願って

色とりどり500株！薬王寺ぼたんまつり

地域の人たちと一緒に山登り 優しい風と音色の中で　萬福寺藤まつり
/
6
5/

25
4

/
23
4

/
18
4

/
18
4

/
25
4

/
5
5

/
28・29
4

公立初！財田保育所が『かがわ地産地消応援事業所（給食部
門）』に認定されました。給食にたからだ米や地元の食材をず
っと使っていることなどが評価されたもの。子どもたちのため
に毎日愛情たっぷりの給食作り、ありがとうございます♥

新緑のまぶしい中、
お茶娘により新茶の茶
摘みが高瀬二ノ宮地区
で行われました。今年
は、冬場が冷え込んだ
こと、霜の害も少なか
ったことから、お茶の
生育がよかったそう。
高瀬茶の特徴、味の濃
いお茶が楽しみです！

桑山小学校の５、６年生児童らが不動の滝カントリーパ
ークに地域の人と力を合わせ、こいのぼり 50匹を取り付
けました。こいのぼりが風を受け勇壮に泳ぐと、全児童は
とても感動していました。

吉津幼稚園の年長児 21 人が
吉祥寺のご協力をいただき、た
けのこ掘りをしました。大きな
たけのこは、みんなで協力して
引っ張り、「うんとこしょ、うん
とこしょ」と元気な掛け声が竹
林に響き渡りました。

社団法人観音寺法人
会三豊南支部より木製
ベンチ２脚が寄贈され、
不動の滝カントリーパ
ークに設置されました。
ふれあいの場として多
くの皆さんに利用され
ることでしょう。

宮中で執り行われる新
にいなめさい

嘗祭に献納する米の播種式が、豊中町の森德義さんの献穀田で行われ、
県や市の農業関係者など約 100 人が参加しました。市内から献穀田に選ばれるのは合併後初め
てのこと。豊作を願いながら早生品種の「はえぬき」が丁寧にまかれました。

毎年恒例のぼたんまつりが薬王寺で開催されました。境内には、500株の
色とりどりのぼたんが咲き誇る中、着物を着た子どもたちが抹茶の接待を行
い、参加者は至福のひとときを過ごしていました。

詫間町公民館第３分館の皆さんと詫間保育所の年長児が高尾
木山登山交流を行いました。山頂まで登りきった子どもたちは
一段とたくましくなり、公民館の皆さんもその成長をとても喜
んでいました。

大地と語り合う会主催の藤まつりが財田町萬福寺で開催され、
藤の花が舞い散る中、抹茶のお接待やオカリナの演奏会が行わ
れました。澄んだ音色に参加者は、日頃の喧噪から離れ、心洗
われる時間を堪能していました。

/
16
4

林に響き渡りました。

おっきいのがとれたよ～♪

活きのいい魚を求めて
仁尾町漁業協同組合で、今年初めての ｢朝とれ朝市｣ が行わ
れました。タイ、イカ、カニ、キスなど活きのいい魚がところ
狭しと置かれ、それぞれお目当ての魚を買い求めました。

/
8
4

デイリー版ほっとニュースは
市ホームページで
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写真家ガボミさん写真展マナーを守ります！

見て、匂って、春を感じて♪宮城県知事から感謝状が届きました
/
20
4 /

25
4

写真家ガボミさんの写真展が財田町公民館で開催され、こ
とでんの仏生山工場で働く人たちや工具、部品などを撮影し
た作品 100 点が展示されました。来場者は「何度見ても味
がありすばらしいです。」と笑顔で話していました。

自転車安全利用モデル校に比地大小学校が指定されました。
これは、自転車に乗り始める小学生の時期に正しい交通マナ
ーを学び、安全意識の啓発を図ろうとするものです。交通安
全教室も開催され、児童たちは交通マナーを再確認しました。

よもぎ団子パーティーが上高瀬幼稚園で行われました。よ
もぎを摘んで、すりばちですって、丸めて、ゆでて、食べてと、
園児たちは、春の香りをからだ全体で感じました。

東日本大震災の復旧・復興支援に対して、村井嘉浩宮城県
知事から感謝状が届きました。これは多くの皆さんから心温
まるご支援をいただいたことによるもので、市は今後も市民
の皆さんとともに支援を続けてまいります。

/
18
4

住民税（市・県民税）の扶養控除が見直されます
子ども手当の創設や高等学校授業料の実質無償化に伴う税制改正により、住民税（市・
県民税）の扶養控除額が見直しされます。

◎ 16歳未満の扶養控除額（33万円）が廃止されます。
◎16歳以上19歳未満の上乗せ部分（特定扶養親族としての控除額上乗せ：12万円）
　 が廃止され、扶養控除額は 33万円になります。

年　齢 基　準　日

16歳未満 平成 8年 1月 2日以降の生まれ

16歳以上 19歳未満 平成 5年 1月 2日～平成 8年 1月 1日の生まれ

19歳以上 23歳未満 昭和 64年 1月 2日～平成 5年 1月 1日の生まれ

・ この改正により 19歳未満の人を扶養している人の住民税（市・県民税）の
負担が増えることがあります。

・ 納税通知書の発送は 6月中旬頃になります。

▼問い合わせ　税務課　☎ 73－3006

▼
問
い
合
わ
せ　

土
地
改
良
課　

☎
73
・
3
0
4
1

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

7
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の

強
調
月
間
で
す

「
梅
雨
・
台
風
等
異
常
気
象
時
に
備
え
て
」

三
豊
市
で
は
次
の
と
お
り
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

①②
・・

市
営
住
宅

※
使
用
料
は
入
居
者
の
所
得
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

申
込
が
で
き
る
人
（
次
の
条
件
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
人
）

入
居
の
決
定
方
法

　

入
居
者
選
考
委
員
会
に
よ
り
選
考
し
、
決
定
し
ま
す
。

 ①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
人

 ②
同
居
の
親
族
か
、
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
人

（
婚
姻
の
届
け
出
は
し
て
い
な
く
て
も
、
事
実
上
婚
姻
関

係
と
同
じ
事
情
に
あ
る
人
や
婚
約
者
を
含
む
）

（
注
）
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
、単
身
入
居
も
可
能
で
す
。

 ③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

 ④
市
町
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

 ⑤
世
帯
の
月
額
所
得
が
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

 ⑥
申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員
（「
暴
力
団
員
に

よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
2
条
第

6
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
）
で
な
い
こ
と

神
原
団
地
（
高
瀬
町
下
勝
間
）

西
野
団
地
（
詫
間
町
詫
間
）

2
戸

2
戸 3

D
K
（
中
層
耐
火
3
階
建
）

3
D
K
（
中
層
耐
火
4
階
建
）

3
D
K
（
中
層
耐
火
3
階
建
）

1
8,
3
0
0
円
〜
3
5,
9
0
0
円

2
1,
7
0
0
円
〜
4
2,
6
0
0
円

2
0,
1
0
0
円
〜
3
9,
5
0
0
円

団
地
名

団
地
名

募

集

募

集
構

造

構

造

構

造

使
用
料

使
用
料

使
用
料

入
居
予
定
時
期　
7
月
中
旬

必
要
書
類

申
し
込
み
方
法

①
申
込
書
・
申
立
書
等
（
住
宅
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
）

6
月
1
日
（
金
）
〜
15
日
（
金
）
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
（
土
・
日
は
除
く
）
ま
で
に
、
必
要
書
類
を
住
宅
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
付
は
申
し
込
み
期
間
の
み
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

住
宅
課　

☎
73
・
3
0
4
5

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

こ
の
運
動
の
趣
旨
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、7
月
2
日
（
月
）
午
前
9
時
30
分
よ
り
、第
62
回
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
出
発
式
を
高
瀬
町
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
て
開
催
し
ま
す
。
幼
稚
園

児
に
一
日
保
護
観
察
官
へ
の
委
嘱
を
は
じ
め
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
伝
達
、
香
川
県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
等
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
地
域
に
根
ざ
し
た
国
民
運
動
と
し
て
推
進

を
図
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　

  

三
豊
地
区
保
護
司
会

②
住
民
票
（
入
居
予
定
者
全
員
）、
所
得
証
明
書
・
納
税
証
明

　

書
（
15
歳
以
上
で
学
生
を
除
く
）、
そ
の
他
必
要
書
類

6
月
の
梅
雨
時
期
を
迎
え
、
今
後
台
風
の
発
生
だ
け
で
な
く

大
雨
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
異
常
気

象
に
備
え
、
常
日
頃
か
ら
水
路
や
た
め
池
等
の
施
設
の
適
切
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

も
し
、
水
路
・
農
道
・
た
め
池
等
の
施
設
や
農
地
が
被
災
し

た
場
合
、
降
雨
量
に
よ
っ
て
は
災
害
復
旧
事
業
の
対
象
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
土
地
改
良
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

33万円

廃止（0円）

45万円

33万円 45万円

33万円～

33万円～

0歳

0歳

16歳

16歳 19歳

23歳

23歳

改正　　 扶養控除額前

改正　　 扶養控除額後

/

/
24
27

4
5
〜
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香川大学サテライトオフィス開催

子育てと仕事が両立できるように三豊ナスの苗引きとり
/
25
4

香川大学が県内３市（三豊市・坂出市・東かがわ市）にサ
テライトオフィスを開設することとなり、調印式が行われま
した。今後市民向けの講座などが実施される予定です。講座
案内は 7ページをご覧ください。

配電盤・自動制御盤等を製作している有限会社アイテム（豊
中町）と、がんばる企業応援事業「子育て応援協定」を締結
しました。この事業では子育てと仕事の両立ができる職場環
境づくりに取り組む企業を応援しています。

ＪＡ財田上支所で三豊ナスの苗の引き取りがありました。
この日は約 4,000 本の苗を三豊ナス研究会の会員が軽トラッ
クで取りに来ていました。収穫は６月ごろの予定。ナスの成
長が楽しみです！

/
19
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6
月
は
「
児
童
手
当
」

現
況
届
の
月
で
す

児
童
手
当
（
４
月
よ
り
、
子
ど
も
手
当
か
ら
名
称
が

変
更
）
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
6
月
に
「
現
況
届
」

を
提
出
（
公
務
員
は
勤
務
先
）
し
、
引
き
続
き
手
当
を

受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
者
に
は
、
6
月
上
旬
に
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
左
記
の
と
お
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

6
月
29
日
（
金
）

子
育
て
支
援
課

持
参
ま
た
は
郵
送

※
6
月
分
よ
り
、
所
得
制
限
額
（
例
：

夫
婦
・
児
童
2
人
世
帯
の
場
合
、

い
ず
れ
か
多
い
人
の
収
入
が
9
6
0
万
円
）
以
上
の
場
合
、
支

給
月
額
が
減
額
（
5,
0
0
0
円
）
に
な
り
ま
す
。

※
届
出
を
し
な
い
と
、
6
月
分
以
降
の
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
現
況
届
に
必
要
な
書
類
〉

 ・
現
況
届
（
送
付
し
た
も
の
）

 ・
健
康
保
険
証
（
受
給
者
本
人
）

 ・
印
鑑

 ・
所
得
証
明
書
（
平
成
24
年
1
月
1
日
に
三
豊
市
に
受
給
者
お

よ
び
配
偶
者
の
住
所
が
な
か
っ
た
人
）

 ・
受
給
者
と
児
童
の
住
所
が
異
な
る
場
合
は
、
別
居
監
護

申
立
書
（
児
童
の
住
所
が
市
外
の
場
合
、
児
童
を
含
む
世
帯

全
員
の
住
民
票
も
必
要
）

▼
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課　

☎
73
・
3
0
1
6

子
育
て
応
援
サ
イ
ト
「
み
と
よ
子
育
て
ネ
ッ

ト
こ
こ
笑
み
（
こ
こ
え
み
）」
を
開
設
し
ま
し
た
。

子
育
て
に
関
す
る
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育

な
ど
の
支
援
制
度
や
相
談
窓
口
な
ど
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
の
中
で
「
こ
ん

な
と
き
、
ど
こ
に
聞
い
た
ら
い
い
の
か
な
？
」

と
悩
ん
だ
と
き
に
、
皆
さ
ん
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
と
よ
子
育
て
ネ
ッ
ト
こ
こ
笑
み（
こ
こ
え
み
）

ホームページアドレス：
http://www.kokoemi.jp/

携帯電話用アドレス：
http://www.kokoemi.jp/m
※三豊市のホームページからもご覧になれます。

▼
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課　

☎
73
・
3
0
1
6

子
育
て
に
役
立
つ
情
報（
医
療
・
助
成
）/
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
・
各
種
教

室
/
相
談
先
案
内
/
仲
間
づ
く
り

講
師
名

提
出
期
限

提
出
先

提
出
方
法

演

題

日

時

場

所

定

員

申
込
み
等

〜
施
設
サ
ー
ビ
ス
・
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
食
費
・
居

　

住
費
の
軽
減
制
度
〜

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の
更
新

現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の
有
効

期
限
は
、
6
月
30
日
（
土
）
で
す
。

認
定
を
受
け
て
い
て
今
年
度
も
該
当
す
る
人
に
は
、
6

月
中
旬
以
降
に
更
新
の
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
介

護
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
有
効
期
間
は
7
月
1
日
〜
翌
年
6
月
30
日
（
1

年
間
）
で
、
対
象
者
は
生
活
保
護
受
給
者
や
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
人
で
す
。
ま
た
、
新
規
で
認
定
を
受
け
た
い
人

も
、
介
護
保
険
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課　

☎
73
・
3
0
1
7

▼
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
73
・
3
0
1
7

運
動
や
口
腔
機
能
の
低
下
、
栄
養
の
改
善
が
必
要
な
人

等
を
早
期
に
把
握
す
る
た
め
、
65
歳
以
上
の
人
（
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
）
を
対
象
と
し
た
基
本
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
記
入
を
3
月
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
介

護
予
防
の
必
要
な
人
に
は
、
教
室
を
ご
案
内
し
ま
す
。
住

み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
自
分
ら
し
く
、
い
き
い
き
と
暮
ら

す
た
め
に
は
、
心
身
の
機
能
低
下
を
早
め
に
改
善
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
必

要
な
場
合
は
、
介
護
予
防
教
室
の
参
加
申
し
込
み
を
し
ま

し
ょ
う
。「
何
か
や
っ
て
み
よ
う
」
と
思
っ
た
と
き
が
始

め
ど
き
で
す
。
楽
し
く
続
け
て
、
生
涯
元
気
で
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

高
齢
者
の
権
利
を
ま
も
る
講
演
会
の
お
知
ら
せ

認
知
症
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
低
下
し
た
人
を
支
援

す
る
「
成
年
後
見
制
度
」
に
つ
い
て
、
楽
し
い
落
語
を
聞

き
な
が
ら
、
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の

人
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
入
場
整
理
券
の
配
布
は
1
人
3
枚
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
73
・
3
0
1
7

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
73
・
3
0
1
5

桂　

ひ
な
太
郎（
か
つ
ら 

ひ
な
た
ろ
う
・
落
語
家
）

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
入
場
整
理
券
は
、

6
月
11
日
（
月
）
よ
り
介
護
保
険
課
、
各
支

所
、
各
出
張
所
、
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
で
配
布

し
ま
す
。

落
語
で
楽
し
く
成
年
後
見
制
度

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

7
5
0
人

6
月
23
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
３
時

身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員
が
決
ま
り
ま
し
た

4
月
1
日
付
け
で
三
豊
市
長
か
ら
次
の
方
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

身
体
障
害
者
相
談
員　

大
西　

廣

（
豊
中
町
）　　

新
庄　

利
治
（
三
野
町
）

山
下　

猛

（
高
瀬
町
）　　

三
宅　

虎
彦
（
詫
間
町
）

谷
川　

虎
男
（
財
田
町
）

知
的
障
害
者
相
談
員

森　
　

眞
一
（
豊
中
町
）　　

近
藤
恵
美
子
（
高
瀬
町
）

白
川　

美
香
（
山
本
町
）

〜
は
じ
め
ま
し
ょ
う　

介
護
予
防
〜

健
康
長
寿
応
援

健
康
長
寿
応
援

/
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4

※
状
況
に
よ
り
、
そ
の
他
の
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

サ
イ
ト
名

主
な
掲
載
内
容

地震への対応を意見交換
四国地方整備局の部長や担当者が訪れ、地震の震度が見直
されたことに対し、今後の対応や国の支援などについて、市
長と意見を交わしました。震度の見直しを受け、今後三豊市
においても地域防災計画を見直していきます。

/
19
4

「みとよ子育てネットここ笑み」開設子育て応援サイト
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三豊の観光PRにもってこいの写真を募集します。

　　　　　　世界に発信　三豊の魅力

・夏のおすすめ美景スポット（海・山・島・花・
　日の出・夕日・田園など）　
・夏の地域イベントの情景・歴史ある名所・旧跡

　　最優秀賞　1人　30，000 円　
　　優秀賞　　4人　　5，000 円　
　　佳作　　 10人　三豊市商品券 1，000 円分

　　　　　　９月２８日 (金 )

▲

申し込み・問い合わせ　（財）三豊市国際交流協会　☎56－5121（火曜・祝日休館）http://www.mitoyo.org/

水曜日　中級
木曜日　初級
金曜日　入門（初心者向け）
18：30～19：45
６月27日（水）～７月27日（金）
マリンウェーブ
5，2 0 0 円（全４回）

クラス

時　間

日　時

日　　時

テ ー マ

応募期限

集合場所

定　　員

申し込み
主な内容

定　員

場　所

講　師

材料費

申し込み期限

期　間

場　所

受講料

新しい中国からの国際交流員をご紹介します。
李さんは、６月中旬から国際交流協会にて勤務
する予定です。

～韓国では、夏バテした時に「チョルミョン」という、たっぷりの野菜を使った
　辛い麺料理を食べて元気を出します。夏バテに負けない韓国秘伝の夏のヘルシー
　料理作りに挑戦しましょう！～

７月１日（日）　
午前 10時～午後 1時
50人（先着順）
豊中町保健センター
朴　英信（韓国出身）

会員：50 0 円
一般：70 0 円　
（会員登録は随時
　　受け付けています。）

６月 27日（水）

「中国語講座」受講生募集！

国際理解講座「韓国ヘルシー料理教室」国際理解講座「韓国ヘルシー料理教室」

みなさん　你好（ニーハオ）！
り かいへい　　　　　　

中国から来た李会平です。はじめまして。
私のふるさとは悠久の歴史を持つ古都、陝西省西安です。唐の時代には長安と呼ばれて
いました。有名な名所旧跡として、弘法大師が仏学を習得した有名な青龍寺があります。
今回、私は弘法大師のふるさとである香川県に来ることができて、とても嬉しいです。

中日友好の架け橋としてがんばりますので、よろしくお願いいたします。
まずは、一緒に楽しく中国語を勉強しましょう！（笑）

問い合わせ　農業振興課　☎73－3040
問い合わせ　
農業委員会　☎73－3046

問い合わせ　三豊市文書館　☎63－1010
応募・問い合わせ　
三豊市観光協会　☎56－9121

里山実甘
　　ちゃん

作り方

① 夏みかんはよく洗い、外皮のきれいなところ、2/3を
　　選び、あとの外皮は捨てる。
②　①の皮をむき、外皮を巾３ｃｍに切り、できるだけ
　　うすく小口切りにする。
③　鍋にたっぷりの水を入れ、②を加え、30～40分位茹
　　でて、水に20分以上さらす。
④　皮をむいた実は、横に二つ割りして軽く汁をしぼる。
⑤　汁をしぼったあとの実を1ｃｍ角にきざみ、ひたひた
　　の水（約3カップ）を加えて30分煮て汁をとっておく。
⑥　汁をとったカスに水を1カップ入れ5分くらい沸かし、
　　汁をとり先にとった汁と合わせる。
⑦　⑥の汁に分量の1/3の砂糖と、③の皮を加えて煮る。
⑧　残りの砂糖を2回に分けて加え、強火で煮つづけ、表
　　面に浮き上がったあくをすくい取る。
⑨　煮沸消毒したビンに入れてできあがり。

　農業者年金の経営移譲年金や農業者老齢
年金を受給されている人は、現況届を必ず
提出してください。
○現況届が手元に届く時期
　５月末頃に、農業者年金基金から受給者
に郵送しています。
○現況届の提出期限
　６月２９日（金）までに農業委員会また
は各支所へ提出してください。
○現況届の提出を忘れると
　年金の支払いが差し止められることがあ
りますので、ご注意ください。

ワンポイント
外皮全部入れると苦味が強いので、
外皮全体の2/3くらいを使うと

いいよ！

旬のものを使って加工品を作ろう！

三豊の魅力さがし写真コンテスト（夏の部）「はじめての文書館！　～ 施設見学と利用方法 ～」
6月13日（水）　午後2時～
市役所 山本庁舎
30人（先着順）
電話にて文書館へ
①文書館の裏側見学（書庫見学）
②文書館の利用体験（文書館の資料の利用方
法を体験）③文書館の業務体験（文書館で行っ
ている文書の目録作成業務を体験）

　市民の皆さんにはまだまだ馴染みがない文書館につい
て、その利用方法や業務を実際に体験していただき、文書館
に親しんでもらいます。

賞

作品募集！

参加者募集！

夏みかんのマーマレード
材料 夏みかん・・・・・・

砂　　糖・・・・・・
　　（夏みかんの総重量の60％）

１キロ
600ｇ

農業者年金の現況届は忘れずに提出を

〜　
あ
な
た
が
い
る　

わ
た
し
が
い
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

未
来
が
あ
る　
〜

　

男
性
と
女
性
が
、職
場
で
、学
校
で
、地
域
で
、家
庭
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
の
た
め
に
は
、

行
政
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
が

平
成
13
年
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
男
女
共
同
参
画
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
男
女
共

同
参
画
へ
の
意
識
や
価
値
観
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

☆
三
豊
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

　

h
ttp
:/w

w
w
.city.m

ito
yo
.lg.jp

/　

　
（
ト
ッ
プ
↓
三
豊
市
の
行
政
情
報
↓
男
女
共
同
参
画
）

　

今
年
度
の
男
女
共
同
参
画
週
間
は
「
男
女
共
同

参
画
に
よ
る
日
本
再
生
」
を
重
点
と
し
ま
す
。
例

え
ば
、
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
女
性
が
も
っ

と
活
躍
す
る
こ
と
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に

お
い
て
女
性
が
参
画
し
、
そ
の
視
点
を
加
え
る
こ

と
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
男
女

の
働
き
方
や
生
き
方
を
変
え
る
こ
と
な
ど
、
女
性

が
日
本
再
生
の
担
い
手
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
は
、
元
気
な
日
本
を
取
り
戻
す
鍵
と
な

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
財
政
課　

☎
73
・
3
0
1
0

目
指
せ
男
女
共
同
参
画
社
会

No.26

6
月
23
日（
土
）〜
29
日（
金
）は
、

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

中国四国地区  第7回アーカイブズウィーク
三豊市文書館
　　　体験講座
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6
月
の

お
知
ら
せ

三
豊
市
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
実
施
中

登
録
は
こ
ち
ら
▼

相　

談

さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト

　
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

弁
護
士
の
多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

三
豊
市
職
員
募
集

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■
場　

 

所

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

■
対　

象

　

統
合
失
調
症
の
人
の
家
族

■
内　

容

　

年
金
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
学
ぶ

■
問
い
合
わ
せ

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
25
・
2
0
5
2

■
日　

時

　

7
月
7
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

■
場　

所

　

観
音
寺
市
民
会
館

■
講　

師

　

タ
レ
ン
ト　

荒
木
由
美
子　

氏

　

内
科
医
師　

中
津　

守
人　

氏

　

訪
問
看
護
師　

井
上　

栄
子　

氏

　

理
学
療
法
士　

木
村　

啓
介　

氏

■
問
い
合
わ
せ

　

三
豊
・
観
音
寺
市
医
師
会

　

☎
25
･
2
2
3
1

■
日　

時

　

7
月
5
日
（
木
）

　

午
後
2
時
〜
4
時

■
場　

所 

　

丸
亀
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
演　

題  

　

関
節
の
動
き
と
筋
肉

■
講　

師

　

宇
多
津
浜
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

澤
近　

房
和　

氏

※
講
演
終
了
後
リ
ハ
ビ
リ
相
談
あ
り

■
問
い
合
わ
せ

　

R
A
ほ
の
ぼ
の
会
（
松
田
）

　

☎
0
8
7
7
（
2
2
）
2
5
8
2

【
低
花
木
・
雑
木
の
剪
定
実
習
】

■
日　

時

　

6
月
17
日
（
日
）

　

午
前
の
部　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
の
部　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

■
定　

員

　

各
組
20
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
申
し
込
み
期
限

　

6
月
10
日（
日
）

【
坂
出
緩
衝
緑
地
の
木
を
学
ぶ
】

■
日　

時

　

7
月
8
日
（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

■
定　

員

　

20
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
申
し
込
み
期
限

　

7
月
3
日
（
火
）

■
場　

所

　

番
の
州
公
園

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

坂
出
緩
衝
緑
地　

管
理
事
務
所

☎
0
8
7
7
（
4
5
）
6
8
2
0

【
食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
】

　

（
テ
ー
マ
）
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
②

■
日　

時

6
月
8
日
（
金
）
健
康
学
習

午
後
2
時
〜
3
時

6
月
22
日
（
金
）
調
理
実
習

午
前
10
時
〜
正
午

【
腎
臓
病
教
室
】

■
日　

時

　

6
月
21
日
（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
男
性
の
調
理
実
習
】

■
日　

時

　

6
月
6
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
12
時
30
分

【
夜
間
糖
尿
病
教
室
】

■
日　

時

　

6
月
14
日
（
木
）

　

午
後
6
時
〜
7
時

※
各
教
室
と
も
事
前
予
約
が
必
要

※
調
理
実
習・試
食
会
は
6
0
0
円
必
要

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

三
豊
総
合
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
52
･
2
7
2
6

■
期　

間　

　

6
月
12
日
（
火
）〜
7
月
8
日
（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

※
月
曜
日
休
館

■
場　

所

　

財
田
町
公
民
館

■
募
集
人
員

　

一
般
行
政
事
務　
　

10
名
程
度

　

情
報　
　
　
　
　
　

若
干
名

　

土
木　
　
　
　
　
　

若
干
名

　

機
械　
　
　
　
　
　

若
干
名

　

電
気　
　
　
　
　
　

若
干
名　

　

幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士　

10
名
程
度

　

看
護
師　
　
　
　
　

 

若
干
名

■
第
一
次
試
験
日

　

7
月
22
日
（
日
）

■
試
験
場
所

　

受
験
票
送
付
時
に
通
知

■
受
付
期
間

　

6
月
18
日
（
月
）
〜
29
日
（
金
）

　

（
土
・
日
を
除
く
）

※
郵
送
可
（
6
月
29
日
必
着
）

　

受
験
申
込
書
・
募
集
要
項
は
、
人
事

　

課
お
よ
び
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も　

ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
高
校
卒（
土
木
・
建
築
資
格
者
）お
よ

　

び
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
で
Ｕ
Ｊ

　

I
タ
ー
ン
に
よ
る
定
住
者
の
採
用
試

　

験
は
10
月
21
日（
日
）の
予
定
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

人
事
課　

☎
73
・
3
0
0
2

■
日　

時

　

6
月
26
日
（
火
）

　

午
後
1
時
〜
3
時

■
場　

所

　

三
野
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相　

談　

　

1
人
30
分　

4
人
ま
で
（
要
予
約
）

■
申
し
込
み
期
間

　

6
月
12
日
（
火
）
〜
19
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
73
・
3
0
1
5

■
日　

時

　
【
中
高
年
う
つ・認
知
症
相
談
】（
要
予
約
）

　

6
月
4
日
（
月
）・
7
月
2
日
（
月
）

　

午
前
11
時
〜
正
午

　
【
思
春
期
相
談
】（
要
予
約
）

　

6
月
11
日
（
月
）

　

午
後
2
時
〜
4
時

　
【
心
の
健
康
相
談
】（
要
予
約
）

　

6
月
27
日
（
水
）

　

午
後
2
時
〜
4
時

■
場　

所

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
25
・
2
0
5
2

■
日　

時

　

6
月
27
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
場　

所　

　

豊
中
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対　

象

　

15
歳
か
ら
お
お
む
ね
39
歳
ま
で
の
人

　

ま
た
は
そ
の
家
族

■
相
談
内
容

　

就
職
支
援
相
談
・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

　

セ
リ
ン
グ

■
問
い
合
わ
せ

　

さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
0
8
7
7
（
5
8
）
1
0
8
0

■
日　

時　

　

6
月
13
日
（
水
）

講
座
・
教
室

精
神
保
健
相
談
日

募　

集

第７回 ミニバスケットボール大会
（4月8日・豊中町体育館）
【団体の部・男子】
　優　　　勝　国分寺ミニバスケットボールクラブ
　準　優　勝　高瀬ミニバスケットボールクラブ
　優 秀 選 手　真鍋　起馬
【団体の部・女子】
　優　　　勝　豊中ミニバスケットボールクラブ
　準　優　勝　紀伊ミニバスケットボールクラブ
　最優秀選手　筒井　桃花
　優 秀 選 手　石川　夢　　宮澤　楓
【フリースローの部・男子】
　高学年優勝　樋口　優　　低学年準優勝　白川　成起
【フリースローの部・女子】
　高学年優勝　石川　夢　　高学年準優勝　桑田　聖菜

第７回 弓道大会
（5月6日・三豊市弓道場）
【男子の部】
　優　勝　竹下　裕章（一般）
　準優勝　藤井　晴也（多度津高校）
　第３位　平井　昭義（一般）
【女子の部】
　優　勝　陶山　瑞穂（高瀬高校）
　準優勝　曽根　志帆（一般）
　第３位　上森　奈々（笠田高校）

第７回 争奪ペタンク大会
（5月11日・比地小学校）
　優　勝　大見Aチーム
　準優勝　家の浦チーム
　第３位　二の宮Aチーム

市 長 杯 大 会 結 果     　　（敬称略）

▶申し込み・問い合わせ　農業振興課　☎73－3040▶申し込み・問い合わせ　笠田高等学校　☎62－3345

▶問い合わせ　農業振興課　☎73－3040
　　　　　　　中国四国農政局高松地域センター
　　　　　　　☎087－831－8185

統
合
失
調
症
家
族
教
室

園
芸
講
習
・
緑
の
勉
強
会

三
豊
総
合
病
院
6
月
の
健
康
教
室

か
な
も
り　
わ
た
る

金
盛
弥　

お
遍
路
版
画
展

　アライグマ等は鳥獣保護法により狩猟免許者、
防除従事者講習会修了者でないと捕獲することが
できません。自衛のために防除従事者養成講習会
にお申し込みください。

お済みでない人は、最寄のJA支店、中国四国農政局
高松地域センターにご提出ください。

笠田高等学校　　　　　　7,000円程度（5講座分）
市内在住者で5回とも受講できる人

７月６日（金）　午後１時～５時
高瀬町農村環境改善センター
20歳以上の県内在住者
50人（申込順）
防除従事者になる
ための必要な知識
の取得
　
６月29日（金）

アライグマ・ヌートリア防除従事者養成講習会開催

笠田高校開放講座「暮らしいきいき講座」

日　時

場　所

場　所
対　象

受講料

日　程
および
内　容

対　象

定　員

内　容

申し込み期限

イ
ベ
ン
ト

第
24
回
健
康
教
育
講
演
会

「
す
こ
や
か
に
生
き
る
た
め
に
」

申請はお済みですか？申請はお済みですか？申請はお済みですか？

7月2日（日（月）月）7月2日（月）
農業者戸別所得補償制度の加入申請期限は

までとなっております。

１
2
3
4
5

 ７月７日（土）
10月 6日（土）
11月24日（土）
12月 8日（土）
 １月12日（土）

(開講式) やさしいバイオ実験
讃岐の味を楽しもう
クリスマスフラワーアレンジメント作り
お正月用寄せ植え作り
手打ちうどん作り

午前9時

～

正午

回 月　日 内　　容時　間

関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会
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■
内　

容

　

四
国
霊
場
88
カ
所
の
山
門
や
大
師
堂

　

の
版
画

　

全
国
各
地
の
ス
イ
マ
ー
が
異
な
る
時

間
・
場
所
で
タ
イ
ム
を
競
う

「
S
W
I
M
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が
香
川
県

で
は
初
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

■
日　

時

　

7
月
1
日
（
日
）

　

午
後
1
時
〜
4
時　

■
場　

所　

　

香
川
高
等
専
門
学
校
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス

■
対　

象

定
期
的
に
水
泳
を
行
っ
て
い
る
人

※
中
学
生
以
下
は
要
保
護
者
承
認

■
定　

員

　

7
人

■
参
加
料

　

1,
0
0
0
円

■
申
し
込
み
期
間

6
月
4
日
（
月
）
〜

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

香
川
高
等
専
門
学
校
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス

☎
83
･
8
5
0
7

■
日　

時

6
月
20
日
（
水
）

午
前
9
時
〜
午
後
1
時

■
場　

所

財
田
町
農
産
加
工
施
設

■
対　

象

市
内
在
住
で
農
産
加
工
に
興
味
の
あ

る
人
（
先
着
20
人
）

■
持
参
物

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
参
加
料

5
0
0
円
程
度
（
軽
食
付
き
）

■
申
し
込
み
期
限

　

6
月
18
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課　

☎
73
･
3
0
4
0

■
日　

時

6
月
24
日
（
日
）

午
前
9
時
開
会

■
場　

所

　

総
合
体
育
館

■
対　

象

県
内
お
よ
び
近
県
在
住
者

（
年
齢
制
限
な
し
）

■
参
加
料

1
チ
ー
ム
3,
0
0
0
円

■
申
し
込
み
期
限

6
月
15
日
（
金
）
午
後
5
時

■
問
い
合
わ
せ

体
育
協
会
卓
球
部
（
嶋
田
）

☎
0
9
0
（
7
6
2
2
）
9
0
0
0

■
期　

間

6
月
1
日
（
金
）〜
9
月
9
日
（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
9
時

※
月
曜
日
休
館
（
月
曜
日
祝
日
の
場
合

　

は
、
火
曜
日
休
館
）

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　

☎
62
・
1
1
1
3

■
日　

時

7
月
5
日
（
木
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■
場　

所

三
豊
市
役
所
西
館

■
内　

容

七
夕
の
短
冊
・
飾
り
作
り
な
ど

■
申
し
込
み
期
限

　

6
月
28
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

☎
73
･
3
0
1
5

　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
り
あ
け

　

☎
57
･
5
5
0
1

■
日　

時

7
月
13
日
（
金
）

午
前
10
時
20
分
〜
午
後
3
時
30
分

■
場　

所

観
音
寺
市
民
会
館

■
講　

師

四
国
学
院
大
学　

大
山　

治
彦　

氏

■
参
加
料

5
0
0
円
（
ラ
ン
チ
付
き
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

☎
0
8
7
（
8
3
2
）
7
8
3
3

　

保
存
期
間
の
過
ぎ
た
月
刊
・
隔
週
雑

誌
や
付
録
を
無
料
で
お
譲
り
し
ま
す
。

■
期　

間

　

6
月
5
日
（
火
）
〜
9
日
（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

※
1
人
5
冊
（
付
録
は
1
点
）
ま
で

※
無
く
な
り
し
だ
い
終
了
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

高
瀬
町
図
書
館

☎
72
・
5
6
3
1

■
日　

時

【
一
般
成
人
者
】

7
月
29
日
（
日
）

午
前
8
時
45
分
〜
正
午

【
小
学
生
と
保
護
者
】

7
月
29
日
（
日
）

12
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

■
集
合
場
所

　

多
度
津
町
東
港
岸
壁

■
参
加
料

3
0
0
円
（
傷
害
保
険
料
ほ
か
）

■
申
し
込
み
期
限

7
月
13
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

多
度
津
高
等
学
校

☎
0
8
7
7
（
3
3
）
2
1
3
1

■
日　

時

6
月
22
日
（
金
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場　

所

香
川
西
部
養
護
学
校

■
対　

象

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
教

育
・
就
学
等
で
悩
ん
で
い
る
人

■
内　

容

体
験
学
習
や
授
業
参
観

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

香
川
西
部
養
護
学
校

☎
25
･
1
7
7
5

■
期　

間

　

6
月
25
日
（
月
）〜
7
月
1
日
（
日
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

　

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
〜
午
後

　

5
時
）

■
相
談
電
話
番
号

　

0
1
2
0
（
0
0
7
）
1
1
0

■
相
談
員

子
ど
も
人
権
委
員
を
は
じ
め
人
権
擁

護
委
員
お
よ
び
高
松
法
務
局
職
員

■
問
い
合
わ
せ

高
松
法
務
局

☎
0
8
7
（
8
1
5
）
5
3
1
1

■
日　

時

6
月
26
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
相
談
電
話
番
号

　

☎
0
8
7
（
8
2
2
）
3
6
9
3

■
内　

容

電
話
相
談
お
よ
び
面
接
相
談

※
面
接
相
談
は
要
予
約

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
弁
護
士
会

☎
0
8
7
（
8
2
2
）
3
6
9
3

　

6
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発

月
間
」
で
す
。

　

三
豊
警
察
署
で
は
外
国
人
が
安
心
し

て
生
活
が
で
き
る
よ
う
防
犯
指
導
や
交

通
安
全
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
を
雇
用
す
る
と
き
に
は
、
必

ず
パ
ス
ポ
ー
ト
等
で
在
留
資
格
や
在
留

期
間
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

三
豊
警
察
署　

☎
72
･
0
1
1
0

■
日　

時

7
月
7
日
（
土
）

午
前
9
時
30
分
開
会

■
場　

所

有
明
ふ
れ
あ
い
海
岸

■
内　

容

5
㎞
コ
ー
ス
お
よ
び
2
㎞
コ
ー
ス
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
参
加
料

5
0
0
円
（
傷
害
保
険
料
ほ
か
）

■
持
参
物

滑
り
に
く
い
靴
、
飲
み
物

■
申
し
込
み
期
限

　

7
月
5
日
（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
組
合

（
森
）

☎
0
9
0
（
1
3
2
8
）
1
2
8
3

農
家
の
お
母
さ
ん
の
技
術
を
学
ぼ
う

〜
豆
腐
・
マ
ー
マ
レ
ー
ド
作
り
〜

精
神
障
が
い
者
と
地
域
と
の
交
流

「
カ
タ
リ
場
」

S
W
I
M
チ
ャ
レ
ン
ジ
記
録
会
in
三
豊

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
入
門

一
日
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

高
瀬
町
図
書
館
リ
サ
イ
ク
ル
市

　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただきま
した。厚くお礼申し上げます。　　　　（敬称略・順不同）

社会福祉協議会へ

マリンウェーブ　☎56－5111▼ （（4月受付分）月受付分）心温まる贈りもの

三豊市の人口 平成24平成24年５月1５月1日現在日現在
（　）（　）内は前月比内は前月比

マリンウェーブ情報

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

1
1
0
番
」
強
化
週
間

外
国
人
の
不
法
滞
在
・
不
法
就
労

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

実
習
船「
香
川
丸
」体
験
乗
船
者
募
集

6月16日（土）　午後7時開演（開場6時30分）日 時

料 金

出 演

曲 目

“ゴールデン アニバーサリー”ジャパンツアー2012

曽保小学校・曽保幼稚園へ

そ
の
他

世帯数 世帯（+49）22,982 男 （+23）人32,183
女 （－34）人35,385総人口 （－11）人67,568
※香川県人口移動調査による

ザ・ブラザース・フォア

5,500円　【全席指定席】

The Brothers Four

七つの水仙　
遥かなるアラモ
500マイルズ　
グリーンフィールズ
花はどこへいった　
など

吉田　倶良 仁尾町

好評発売中

高瀬町
三野町
三野町
三野町
三野町

豊中町
豊中町
仁尾町
仁尾町
財田町

横山　賢治
上森ゆかり
植岡　澤江
吉田　倶良
尾﨑　悦子

白川　武志
小野　　環
岩本　幸雄
西川　正明
石川　兼正

三
豊
市
体
育
協
会
会
長
杯

高
瀬
オ
ー
プ
ン
・
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
大
会
参
加
者
募
集

高
瀬・財
田
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
!

7月2日（月）口座振替日および納期限

問い合わせ　税務課　☎73－3006▼

問い合わせ　三観広域北消防署　☎72－2119▼

「
ふ
れ
あ
い
の
日
」
小
学
部
体
験
入
学

「
女
性
の
権
利
1
1
0
番
」

七
宝
・
有
明
ビ
ー
チ
ウ
ォ
ー
ク

税務課からのお知らせ
6月は、市県民税普通徴収分（全期前納および第1期分）の
納付月です。

消防だより

　万が一の火災への備えとして住宅用火災警報器
を設置しましょう。住宅用火災警報器の設置は、
すべての住宅に義務づけられています。設置する
ことで火災の発生をいち早く知らせ、被害の拡大
を防げます。個人でも容易に取り付けができ、ホ
ームセンターなどで購入ができますので、「まだ
付けていない」と
いう人は、誰のた
めでもなく、自分
のため、家族のた
めに早く設置しま
しょう。

☆納付には口座振替が便利です。
☆全期前納の人で口座振替ができなかった場合は、期別振
　替に変更となりますのでご了承ください。

「住宅用火災警報器」
　　　設置しましたか？

～美しいハーモニーにのって「あの歌」がよみがえる～
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小さな親切運動　クリーン作戦

仁 尾 中 学 校
一緒に遊ぼう♪幼小連携

下 高 瀬 幼 稚 園

　

仁
尾
中
学
校
の
正
門
玄
関
に
は
「
小
さ
な

親
切
」
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
運
動
を
唱

え
た
東
大
の
茅
総
長
自
筆
の
碑
は
、
全
国
で

た
っ
た
一
つ
、
仁
尾
中
学
校
に
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　

仁
尾
中
学
校
で
は
生
徒
会
を
中
心
に
全
校

生
徒
が
こ
の
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

今
で
は
仁
尾
中
学
校
の
す
ば
ら
し
い
伝
統
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
に
、
国
立
公
園
蔦
島
や
町
内
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
が
あ
り
ま
す
。
学
校
で
学
ん

だ
こ
と
を
、
社
会
の
中
で
生
か
せ
る
こ
の
体

験
・
経
験
が
、
仁
尾
中
生
徒
を
強
く
、
た
く

ま
し
く
育
て
て
き
ま
し
た
。
し
っ
か
り
し
た

人
格
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
小
さ
な
親
切

運
動
は
役
立
っ
て
い
ま
す
。

  

地
域
の
方
々
や
保
護
者
の
温
か
い
声
援
を

受
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
仁
尾
中
学
校
の
伝

統
で
あ
る
小
さ
な
親
切
運
動
を
受
け
継
ぎ
、

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

♪
キ
ン
コ
ン
カ
ン
コ
ー
ン
♪
休
み
時
間
の

小
学
校
の
合
図
が
聞
こ
え
た
と
思
う
と
、
ぴ

か
ぴ
か
の
制
服
に
身
を
包
ん
だ
新
１
年
生
が

手
を
振
り
な
が
ら
、
今
年
も
園
庭
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。
下
高
瀬
幼
稚
園
と
下
高
瀬
小
学

校
は
境
界
の
垣
根
や
フ
ェ
ン
ス
が
な
く
隣
接

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
毎
年
新
学
期
に

は
、
新
１
年
生
が
休
み
時
間
が
く
る
と
幼
稚

園
の
園
庭
に
や
っ
て
き
ま
す
。
新
し
い
生
活

に
緊
張
し
て
い
た
１
年
生
が
３
月
ま
で
生
活

し
て
い
た
幼
稚
園
に
来
て
、
ほ
ん
の
ひ
と
時

い
る
だ
け
で
緊
張
が
和
ら
ぐ
の
で
し
ょ
う
。

園
児
と
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し

む
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
下
高
瀬
幼
稚
園
で
は
、

12
年
前
か
ら
幼
小
連
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1
学
期
は
1
年
生
と
春
さ
が
し
や
泥
ん
こ
あ

そ
び
、
4
年
生
と
草
す
べ
り
、
6
年
生
と
の

プ
ー
ル
遊
び
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

▲心もさわやかに♪▲お友達の輪もぐっと広がるね

※休日当番医は、都合により変更になることがあります。

日　程 時　間 場　　所
10:00～11:30 たかせ人権福祉センター18日（月）

職業相談 たかせ人権福祉センター　☎72－2501

総務課　☎73－3000または各支所行政相談
日　程 時　間 場　　所

13:00～15:00
10:00～15:00
13:00～15:00
10:00～15:00
13:00～15:00
13:00～16:00
10:00～15:00

 5日（火）

6日（水）
　

11日（月）

12日（火）
15日（金）

財田庁舎
豊中庁舎
三野町社会福祉センター
高瀬町農村環境改善センター
山本庁舎
詫間福祉センター
仁尾庁舎

6月
Jun

◎乳幼児健診は子どもの成長・発達を知る節目の時期に実施しています。  
　ぜひ、この機会に受けましょう。

人権相談 人権課　☎73－3008または各支所
日　程 時　間 場　　所

10：00～15：00

山本町農村環境改善センター
豊中庁舎
高瀬町農村環境改善センター
三野町社会福祉センター

6日（水）

11日（月）
20日（水）

福祉課　☎73－3015精神デイケア

10:00～11:30

13：30～15：30

日　程 場　　所時　間

高瀬町公民館（さくらの会）

詫間福祉センター（みつより会）

 ７日（木）
１４日（木）
２１日（木）
1９日（火）

福祉課　☎73－3015こころの健康相談

10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30

日　程 場　　所時　間
詫間福祉センター
高瀬町農村環境改善センター
山本町農村環境改善センター

　1日（金）
２５日（月）
7月６日（金）

地域包括支援センター　☎73－3017遊ビリテーション
日　程 時　間 場　　所

10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
10：00～11：30
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30

7日（木）

11日（月）

12日（火）
15日（金）

20日（水）

26日（火）

山本町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
市民交流センター（豊中町）
高瀬町農村環境改善センター
仁尾町文化会館
三野町保健センター
マリンウェーブ
荘内自然休養村センター
二ノ宮地区農業構造改善センター

日　程 時　間 場　　所
仁尾庁舎
三野町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三豊市役所
豊中庁舎
山本町保健センター
詫間福祉センター

10：00～11：00

４日（月）
８日（金）
１２日（火）
１４日（木）
２０日（水）
２１日（木）
２７日（水）

高齢者あんしん相談 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談

日　程 時　間 場　　所
高瀬町農村環境改善センター
マリンウェーブ
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
市民交流センター（豊中町）
三野町保健センター
山本町保健センター
仁尾町文化会館

13：30～15：00

12日（火）
13日（水）
15日（金）
19日（火）
21日（木）
22日（金）
26日（火）

脳きらり教室 地域包括支援センター　☎73－3017

◎県の専門員が相談に応じます。
◎保護者のみの相談も可能です。

休日当番医 歯科
日　程 医療機関名 電話番号市町名

三宅歯科医院
多田歯科医院
久保歯科医院
河田歯科医院

3日（日）
10日（日）
17日（日）
24日（日）

山本町
観音寺市
観音寺市
観音寺市

63－8500
25－3247
52－2009
23－1181

診療時間は午前9時から正午まで

知的財産・技術相談
登録商標や企業・技術紹介の相談（要予約）

産業政策課　☎73－3013

日　程 時　間 場　所
9：30～15：00 豊中町保健センター12日（火）

日　程 時　間 場　所

13：00～16：00 西讃農業改良普及センター
20日（水）
21日（木）
22日（金）

対象は、新規就農予定者・就農5年以内の農業者（要予約）
就農相談 担い手育成総合支援協議会　☎62－3075 乳幼児健診 子育て支援課　☎73－3016

豊中町保健センター
三野町保健センター
三野町保健センター
豊中町保健センター
豊中町保健センター
三野町保健センター

19日（火）
26日（火）
6日（水）
7日（木）
21日（木）
28日（木）

場　　所日　程 受付時間対　象
4・10カ月児健診
（平成24年2月生まれ）
（平成23年8月生まれ）

3歳児健診
（平成20年11月生まれ）

1歳6カ月児健診
（平成22年11月生まれ）

13：30

～

13：50

高瀬地域
子育て支援センター

27日（水）
9:30～12:00

場　　所日程・受付時間対　象
プレママひろば 子育て支援課　☎73－3016

　16週以降の妊婦
（希望者は26日までに
　電話でお申し込みください）

豊中町
保健センター

26日（火）
13：30～15：00

場　　所日程・受付時間対　象
児童相談 子育て支援課　☎73－3016

18歳未満の子どもと保護者
（希望者は25日までに
　電話でお申し込みください）

休日当番医
日　程 医療機関名 電話番号市町名

細川病院
渡辺ハートクリニック内科
瀬尾医院
辻整形外科医院
岩崎病院
高室医院
今川内科医院
香川井下病院

3日（日）

10日（日）

17日（日）

24日（日）

詫間町
観音寺市
仁尾町
観音寺市
詫間町
観音寺市
豊中町
観音寺市

83－2211
23－2022
82－2295
57－1100
83－6011
25－8311
62－2052
52－2215

三野町
保健センター

7月４日（水）
10:30～11:00

場　　所日程・受付時間対　象
離乳食講習会 子育て支援課　☎73－3016

　1歳未満児の保護者
（希望者は15～27日までに
　電話でお申し込みください）
◎託児あり（申し込み必要）

すくすくランド
たくま広場

25日（月）
10：00～

場　　所日程・時間対　象
楽しい歯磨き教室 子育て支援課　☎73－3016

10カ月～３歳（市内在住）の
子どもと保護者（申込不要）
◎持参物　歯ブラシ、ティッシュ

日　程 時　間 場　　所

9：30～11：00

 7日（木）
8日（金）
1３日（水）
1８日（月）
１９日（火）

詫間福祉センター
豊中町保健センター
山本町保健センター
三野町保健センター
仁尾町福祉会館

健康相談 健康課　☎73－3014
血圧測定・尿検査・健診結果・生活習慣病予防や禁煙等の相談

※財田町国保高齢者保健福祉支援センター、高瀬町公民館の健康相談は
　お休みです。

農事相談 農業委員会　 73－3046
日　程 時　間 場　　所

13:30～16:00 高瀬町農村環境改善センター7日（木）
対象地域　高瀬町・三野町・詫間町・仁尾町

豊中町
保健センター

13日（水）
①  9:30～10:30
②10：30～11：30

場　　所日程・受付時間対　象
ベビーマッサージ教室 子育て支援課　☎73－3016

2～6カ月の乳児と保護者
（希望者は12日までに
　電話でお申し込みください)
◎申込み時に①または②のご希望の時間をお選びください。
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　70～80歳代の10人でゲートボールを楽しんでいる
「たこ木チーム」。月・水・木・土の午前中、練習に
励んでいます。ゲートボールを始めてよかったこと
は毎日定時に起床し、規則正しい生活を送るように
なったこと、友達が地域から詫間町内に広がったこ
とだそうです。今後の目標は先ず健康をずっと保つ
こと、そして次の大会でも優勝することと全員が笑
いながらうなずいていました。皆さん、健康を維持
して、頑張ってください!!

～長きにわたって用いられた告知板～

　江戸時代、各村や宿場町をはじめ人通り
の多い場所などには各藩のお触れや法令を掲
示する高札場が立てられていました。仁尾町
仁尾にある『辻の札場』もそのひとつです。
普門院の前に建てられており、周囲は広場に
なっています。当時は詫間や観音寺へ向かう
交通の要所であり、周辺に多くの商家が軒を
連ねていた場所で、多くの人々が集まってい
ました。
　辻の札場は本瓦葺きの立派な造りです。棟
の東西には丸亀藩を治めていた京極家の家紋
である四ツ目の瓦が確認できます。柱と柱の
間は、2.4mほどで、板が張られており、こ
の周りを花崗岩の角柱が玉垣状に囲んでいま
す。
　かつては板に直接、墨書でお触れや法令が
記されており、人々にわかり易いように、仮名まじりの簡潔な文章で書かれていました。明治
時代に入って廃止されるまで、高札場では様々な掲示が行われていました。
　現存している高札場は数少ないため、規模が大きく保存状態が良好な辻の札場は、大変貴重
な文化財であるといえます。辻の札場は昭和44年に県指定史跡になりました。
　また、辻の札場は昭和54年に新しい掲示板が立てられるまで、旧仁尾町役場の公告などに
用いられており、明治時代以降も人々に情報を発信し続けた珍しい高札場でもあります。
　江戸時代から長きに渡って用いられた辻の札場は昔と変わらない場所で、現代の私たちにそ
の歴史を伝えています。

辻の札場

▲辻の札場

▲京極家の家紋が入った瓦

つじ ふだ　ば

＜生涯学習課＞
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